自治労福井県本部作成

第35回地方自治研究全国集会（佐賀自治研）における

レポート・論文の募集について【要領】

１．第35回地方自治研究全国集会（佐賀自治研）のテーマおよび基本コンセプトについて

　【資料１】佐賀自治研コンセプト

２．募集のテーマについて

　佐賀自治研の開催にあたり、自治体行政への政策提言または実践経験、市民参画による政策実現や公共サービス事業運営の試み、コミュニティづくりの実践や市民ワークショップなど、自治に関わるさまざまなテーマのレポートを募集します。分科会構成および内容は次の資料のとおりです。

【資料２】各分科会の議論テーマ

３．レポートについて
　単組・県本部およびNPO・市民団体、地域研究機関等から研究活動や実践活動についてのレポートを募集します。応募いただいたものは、全国集会において関連するテーマの分科会別レポート報告集に掲載し、また第12回地方自治研究賞の自治研活動部門への応募レポートとして取り扱います。なお、優秀賞に選ばれた場合には、自治研集会初日にご参加いただく予定です。

＜レポート提出にあたっての注意点＞

①　レポートの冒頭に［第○分科会］と明記してください。各分科会で取り扱うテーマを参照のうえ、レポートを提出する分科会を選択してください。なお、提出分科会の変更をお願いすることもありますので、あらかじめご了承ください。また、提出者の名前、所属、連絡先等を明記してください（連絡先は印刷されません）。

②　字数については、6,000字程度（横書き）とし、図表資料等を含め１万字以内に収めてください。

③　集会当日の分科会における報告発表時間については、各分科会の運営によりますので、確保できない場合があります。また応募したレポートは返却しません。

４．論文について
　自治労内外から広く、地方自治・地域公共サービスに関する論文を募集します。テーマの限定はなく、エッセイや研究報告、実践報告など形式は問いません。自治体職員、地域公共サービス関係者、市民、地域の研究者など（共同でも可）、どなたでも募集できます。応募いただいたものは、全国集会において報告集に掲載し、また第12回地方自治研究賞の自治研究論文部門への応募として取り扱います。なお、優秀賞に選ばれた場合には、自治研集会初日にご参加いただく予定です。

＜論文提出にあたっての注意点＞

①　論文の冒頭には［論文］と明記し、提出者の名前、所属、連絡先等を明記してください（連絡先は印刷されません）。

②　字数については、8,000字程度（横書き）とし、資料含めて、上限は１万字以内に収めてください。

５．応募方法と締め切り

①応募方法

提出は、単組（所属の組合）・自治労県本部を経由しての応募となります（市民の方など自治労組合への所属がない方は、自治労県本部までお問い合わせください）。
なお、応募された論文は返却しません。

②提出期限

　2014年6月20日（金）※自治労福井県本部締切日
※締切以降に到着したレポート・論文については、冊子に掲載できない場合もありますので予めご了承ください。

③報告用紙
作成は指定の報告用紙を必ず使用してください。

【資料３】レポート・論文報告用紙
【資料４】書き方の見本
④レポート・論文は必ずデータと、印刷したペーパーの両方を送付してください。

６．自治研賞

　第35回自治研全国集会において、第12回地方自治研究賞を表彰します。

【資料５】第12回自治研賞について
以上
